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東京大学大学院工学系研究科原子力専攻の共同利用設備をご利用いただき、ありがとう

ございます。来年度の共同利用申し込みをいただくにあたり、お願いがございます。 
国立大学が法人化され、原子炉等の維持管理等に要する経費も運営費交付金として一括

大学に交付されるようになりました。その運営費交付金も毎年１％削減されて交付される

ことになっています。このため原子力専攻でも原子炉等の維持管理の経費を確保すること

で苦労しております。 
かつては共同利用設備を管理している機関に十分な予算手当てがなされ、研究者はその

共同利用に参加することで成果をあげることができるようになっていました。現在は公募

型の競争的資金がいろいろ整備され、研究プロジェクトを提案した研究者に直接資金が流

れるように変わってきております。設備を維持管理すること自体が目的では研究資金は獲

得しにくいのが実態です。 
そこで、大型の公募型競争的資金を獲得した方などでこちらの設備を利用される方には、

その資金の一部を設備利用料としてお支払いいただき、設備の維持管理費の一部に充当さ

せていただこうと考えております。また、そうでない方にもできる限りのご協力をいただ

きたいと存じます。 
ただ、設備利用料徴収につきましては、あくまでケース・バイ・ケースでご相談させて

いただきます。特に原子炉の設備利用料は、あくまで大型の公募型競争的資金を獲得した

課題に限定して運用する方針でございます。それが獲得できないと利用できないというわ

けではございません。ご負担の掛からない従来どおりの利用ができる道を、今後もできる

かぎり用意させていただくことは、お約束いたします。ただ、大型の公募型競争的資金を

獲得するための申請書を書かれる際には、この設備利用料を入れ込んだ形で予算要求をし

ていただき、申請が認められたときはそこからお支払いいただくと趣旨ですので、どうか

ご理解のほどお願い申し上げます。 
設備利用料はとりあえず原子炉等共同利用に係る設備利用規程の別表に記載の通りとし

ます。 
原子炉については一応の目安です。徴収対象は前述のとおり大型の公募型競争的資金を

獲得した研究者だけとし、その他の方には従来どおりの利用を認めます。また、原子炉は

複数のテーマで同時に利用しますが、利用料徴収の対象は主テーマだけとします。 
ライナックは安価な設定としていますので、この程度の協力は是非ともいただきたいと

存じます。また、重照射研究設備ではこれまで既に設備利用料の徴収を実施しております

ので、引き続きご負担をお願いいたします。 
なお、共同利用設備の利用にあたっては、かつては研究費をこちらから支給していたこ

ともございました。これについてはかなり前から支給できなくなっておりました。来年度

からは旅費の支給も原則できなくなります。この件につきましてもどうかご理解のほどお

願い申し上げます。 
弥生研究会だけは例外的に経費補助を続けます。ささやかな補助ですがご活用いただけ

れば幸いです。 



東京大学大学院工学系研究科原子力専攻 
原子炉等共同利用に係る設備利用規程 

 
平成 18 年 10 月 2 日制定 

（目的） 
第1条 この規程は、東京大学大学院工学系研究科原子力専攻原子炉等共同利用に係る設備

（以下、「共同利用設備」という。）の使用について定めるものとする。 
 
（設備の定義） 
第2条 共同利用設備とは、原子炉及びその主要な附帯設備、ライナック及びその附帯装置、核

融合炉ブランケット設計基礎実験装置、および、重照射研究設備及びその附帯装置であ

る。 
 
（設備の利用） 
第3条 共同利用設備の利用に関する事項は、各共同利用設備の管理部が定める利用規則によ

る。 
 
（設備利用に関する設備利用料） 
第4条 共同利用設備の利用に際しては、その利用者が必要に応じて設備利用料を支払うものと

する。設備利用料の金額等については、原子炉等共同利用運営委員会および原子力専

攻教員会議の議を経て、原子力専攻長が定める。各共同利用設備における設備利用料

は別表にて定める。 
 
（その他） 
第5条 この規程の改正については、原子力専攻教員会議の議を経て原子力専攻長が行う。 
 
 
附則 
この規程は、平成１８年１０月 ２日から施行する。 
 
 
（別表） 

表：各共同利用設備における利用の設備利用料 
平成 18 年 10 月 2 日制定 

 
課金額 

設備 
成果公開の使用の場合 成果非公開の使用の場合

原子炉及びその主要な附帯設備 300,000 円／日 

ライナック及びその附帯設備 60,000 円／週 

重照射研究設備（１） バンデグラフ加速器 50,000 円／日 200,000 円／日 

重照射研究設備（２） タンデトロン加速器 30,000 円／日 120,000 円／日 

借室料 2,000 円／m2・月 
 


